






















































































  (1)下位技能の習熟   
  (2)言語知識の獲得とマッピング 
  (3)評価基準の獲得   














研究課題１.  初級学習者は、スピーチスタイルに関してどのような知識を持っているか。 
研究課題２.  教育の介入は、スピーチスタイルに関する「気づき」を促すことができる 
             か。できるとしたら、学習者はどのような「気づき」を得られるか。 








スタイルに関する知識の実態を調査した（2006 年 8 月 14 日）。 




年 8 月 21 日）を基に調査した。 
【実践２】当該学習者に、日本人小学校との交流活動（2006 年 11 月 1 日）を行い、「観察
タスク」を実践し、スピーチスタイルに関する「気づき」を促した。 
≪第二調査≫当該学習者が、接触場面を通して「気づき」を得たか、得たとしたらどのよう
な「気づき」を得たか、を学習者の母語によるレポート(2006 年 11 月 13 日締切り)を基に
調査し、修正版グラウンデッド・セオリー（木下 2003）を用いて分析した。 


















研究課題１.  初級学習者は、スピーチスタイルに関してどのような知識を持っているか。 
 事前調査の結果、「形式」に関する質問に対する正答率は平均 79.7％だったが、使い分














 第二調査では、日本人小学校との交流活動に関する学習者のレポート（50 名分、100 ペー 



























研究課題３.  会話練習における「気づき」を促すための「教授ストラテジー」とは何か。            
 分析の結果、以下の七つの「教授ストラテジー」が見出された。 
   (1) ＜文脈化ストラテジー＞    (2) ＜談話構築ストラテジー＞ 
   (3) ＜会話支援ストラテジー＞   (4) ＜参加者管理ストラテジー＞ 
   (5) ＜話題管理ストラテジー＞   (6) ＜訂正ストラテジー＞ 




























































































































































川口義一（1987）「日本語初級教科書における敬語の扱われ方」『日本語教育』61 日本語  
  教育学会 
木下康仁（2003）『グラウンデット・セオリー・アプローチの実践』弘文堂 
小林ミナ(1993)「日本語教科書の教師用指導書のあり方」『紀要』39：321－329 名古屋 
  女子大学 
Jorden, E. and Noda, M. (1987) Japanese the Spoken Language.  New Heaven and London: Yale 
University Press. 
Schmidt, R. (1990)  The role of consciousness in second language learning.  Applied Linguistics,  
11: 129-1
